
昭和50年4月10日（毎月10日発行）｛警畿嚴鶉｝第200号

　人ロの動き

　4月1日現在
男　5，135（一32）

女5，248（一17）

計10，383（一49）
世帯数2，338（一14）

（）内は前月との比較
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仙
田
、
白
倉
両
中
学
を
統
合
し
、
名
実
と
も
に
川
西
中
学

校
と
な
っ
た
同
校
で
は
、
四
日
入
学
式
に
あ
わ
せ
て
、
統
合

記
念
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
仙
田
地
区
の
生
徒
百
四
十
四
名
（
旧
仙
田
中
、
百
七
名
、

旧
白
倉
中
、
三
十
七
名
）
は
、
越
後
交
通
の
バ
ス
及
ぴ
真
新

し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
、
緊
張
し
た
表
情
で
初
登
校

と
は
い
っ
て
も
前
々
か
ら
統
合
の
た
め

に
交
流
会
な
ど
を
行
つ
て
い
た
の
で
、

生
徒
同
志
は
き
わ
め
て
な
ご
や
か
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
希
望
を
わ
か
せ

て
い
る
感
じ
で
し
た
。

　
生
ま
れ
か
わ
っ
た
川
西
中
学
校
は
、

全
生
徒
四
百
九
十
名
、
十
三
学
級
の
理

想
的
な
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
職
員
数
は
二
十
五
名
、
一
年
か
ら

三
年
ま
で
、
各
三
学
級
の
ほ
か
、
特
殊

学
級
が
一
学
級
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
統
合
に
つ
い
て
は
、
仙
田
地
区
か
ら

の
通
学
や
寄
宿
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
や

越
後
交
通
バ
ス
の
委
託
で
解
決
し
た
ほ

か
、
今
秋
に
は
寄
宿
舎
も
完
備
す
る
手

は
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
町
一
中
学
校
の
実
現
に
よ
り
、
小

中
学
校
の
統
合
問
題
は
、
一
応
解
決
さ

れ
た
か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　
理
想
的
な
教
育
環
境
と
な
っ
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
小
・
中
学
校
の
今
後
は
、
施

設
や
設
備
な
ど
内
容
面
に
力
を
注
き
、

教
育
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

一一4月の休日救急医　　　　　（急患以外はご遠慮を）

13日池田医院2－2581　20日山口医院2－217
27日中条病院7－3018　29日庭野医院2－271
　　　　　　午前9時から午後5時まで
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第
二
回
定
例
会

49
会
計
の
補
正
・
条
例
改
正

な
ど
で
長
か
っ
た
会
期
に
幕

　
五
十
年
度
予
算
審
議
を
中
心
と
し
た
、
第
二
回
の
定
例
議
会
は
、
去

る
十
三
日
に
全
会
計
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
以
後
休
会
し
て
い
ま
し
た

が
、
、
二
十
六
日
に
再
会
、
四
十
九
年
度
一
般
会
計
ほ
か
四
つ
の
特
別
会

計
の
補
正
及
ぴ
、
条
例
改
正
二
件
な
ど
を
審
議
し
、
長
か
っ
た
会
期
二

十
七
日
間
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
が
五
回
目

国
保
事
業
会
計
が
四
回
目
、
農
業
共
済

が
三
回
目
、
簡
易
水
道
が
五
回
目
、
水

道
会
計
が
二
回
目
の
も
の
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
国
県
費
の
確
定
に
よ
る
過
不
足

の
調
整
や
、
各
費
目
の
不
用
額
の
精
算

的
な
も
の
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
内
容
は

　
総
務
費
に
八
百
八
十
九
万
の
追
加
、

こ
の
中
に
は
、
健
全
財
政
堅
持
の
た
め

の
財
政
調
整
基
金
積
立
金
六
百
万
、
土

地
開
発
基
金
繰
出
金
二
百
九
十
万
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
五
十
七
万
の
追
加
、
常
設

保
育
所
の
諸
費
用
で
す
。

　
衛
生
費
百
二
十
六
万
の
増
は
、
十
日

町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
へ
の
負

担
金
、
妊
産
婦
、
乳
児
医
療
扶
助
な
ど
。

　
農
林
水
産
業
費
九
百
七
十
二
万
の
増

は
、
二
次
構
近
代
化
施
設
事
業
へ
の
補

助
、
経
営
改
善
対
策
事
業
な
ど
で
、
一

方
二
次
構
の
工
事
請
負
費
に
は
減
額
が

み
ら
れ
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
工
事
請
負
費
な
ど
で
百

万
円
の
減
額
。

　
土
木
費
は
、
雪
害
対
策
に
百
二
十
三

万
の
追
加
を
し
ま
し
た
。

　
消
防
費
は
六
十
五
万
の
減
。

　
教
育
費
も
二
百
四
十
一
万
ほ
ど
減
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
な
不
用
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
災
害
復
旧
費
は
五
百
九
十
一
万
の
減

農
林
水
産
施
設
災
で
増
額
の
反
面
、
公

共
土
木
災
で
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
額
で
は
、
二
千
二
十
四
万
一
千
円

の
追
加
で
、
累
計
十
四
億
四
千
六
百
七

十
九
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
な
る
歳
入
財
源
は
、
地
方

交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
条
例
改
正
は
、
税
条
例
及
ぴ

寒
冷
地
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
税
条
例
は
、
市
町
村
民
税
及
ぴ
固
定

資
産
税
の
、
前
納
報
奨
金
最
高
限
度
額

を
三
十
万
円
に
す
る
と
い
う
も
の
、
　
一

般
に
は
ほ
と
ん
ど
該
当
あ
り
ま
せ
ん
。

保険料38％の値上げ

給付面を大きく改善P
国
保

t
国
保
の
保
険
証

を
変
更

す
で
に
お
手
も

と
に
届
い
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
が

今
月
一
日
か
ら
保

険
証
が
「
う
ぐ
い

す
色
」
に
か
わ
り

ま
し
た
。

旧
保
険
証
と
引
換

え
の
う
え
、
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

上
野
と
仁
田
の

一
部
で
は
、
世
帯

番
号
が
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で

今
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
て
い
る
方

は
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
手
続
き
を

広
報
か
わ
に
し

　
二
百
号
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
町
長
根
津
正
三

　
昭
和
三
十
三
年
に
う
ぶ
声
を
あ
げ

た
広
報
か
わ
に
し
が
、
今
月
で
二
百

号
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『レ

　
合
併
ま
も
な
く
は
じ
め
ら
れ
た
こ

の
企
画
が
、
す
で
に
町
政
施
行
二
十

周
年
に
な
ろ
う
と
す
る
今
日
ま
で
続

け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
町
民
各

位
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
、
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す

　
町
政
の
実
態
を
、
で
き
る
だ
け
細

か
く
お
知
ら
せ
し
、
あ
わ
せ
て
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
吸
収
し
て
、
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
よ
う
企

画
さ
れ
た
こ
の
広
報
も
、
皆
さ
ん
方

に
も
密
着
し
た
も
の
と
な
り
、
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
過
去
二
百
号
が
、
い
わ
ゆ
る
町
の

歩
み
と
し
て
、
そ
の
時
点
で
の
町
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
か
え
り

み
る
と
き
、
歴
史
を
ひ
も
と
く
か
つ

好
の
資
料
と
し
て
、
重
宝
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
引
続
い
て
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
、
町
と
皆
さ
ん
の
か
け
橋
と

し
て
発
行
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
内
容
、
編
集
な
ど
に
は
、
い
く
た

の
問
題
点
も
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

ま
す
ま
す
親
し
ま
れ
、
喜
ば
れ
る
も

の
に
と
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。　
今
ま
で
以
上
に
、
広
報
か
わ
に
し

を
愛
護
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。

2
保
険
料
が
ま
た
ま
た
上
が
り
ま
す
。

　
前
年
二
回
の
医
療
費
値
上
げ
と
、
高

額
療
養
費
の
支
給
や
、
老
人
、
妊
産
婦

乳
幼
児
の
無
料
化
で
、
町
の
支
払
い
額

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
国
や
県
、
町
で
も
多
額
の
援
助
は
し

て
い
ま
す
が
、
国
保
加
入
の
皆
さ
ん
か

ら
も
そ
の
一
部
を
出
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
保
険
料

で
す
。
今
月
か
ら

　
一
世
帯
当
た
り
　
四
九
、
〇
六
四
円

　
一
人
当
た
り
　
　
一
三
、
三
四
一
円

と
な
り
、
昨
年
比
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
額
と
な
り
ま
す
。

a
と
り
あ
え
ず
暫
定
保
険
料
で

　
四
月
か
ら
九
月
ま
で
は
、
暫
定
保
険

料
で
納
入
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
税
等

の
決
定
を
ま
っ
て
算
定
替
え
と
な
り
ま

す
。
上
限
は
十
二
万
円
で
す
。

峨
給
付
額
も
ア
ッ
プ

　
四
月
か
ら
は
、
助
産
費
を
四
万
円
に

（
現
行
二
万
円
）
、
葬
祭
費
を
一
万
五

千
円
に
（
現
行
一
万
円
）
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
保
育
手
当
金
の
三
千
円
は
す

え
置
き
の
ほ
か
、
高
額
療
養
費
は
平
年

度
化
と
な
り
ま
す
。

a
上
手
な
利
用
で
安
い
保
険
料
へ

　
町
が
医
療
機
関
へ
の
支
払
い
が
多
く

な
る
と
、
保
険
料
は
上
が
り
ま
す
。

　
む
だ
の
な
い
利
用
こ
そ
、
保
険
料
を

低
く
す
る
最
大
の
要
因
で
「
ぜ
ひ
」
必

要
な
こ
と
で
す
。

6。

滞
納
の
な
い
町
に

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
家
計
に
も
大
き

な
負
担
か
と
思
い
ま
す
が
、
納
入
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
支
払
い
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
前
年
同
様
、
滞
納
の
な
い
川
西
町
に

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

π
交
通
事
故
は
届
出
を
早
め
に

　
事
故
に
あ
っ
た
ら
届
出
が
必
要
で
す
．

忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た

め
に
、
一
日
一
円
保
険
へ
の
加
入
も
忘

れ
ず
に
。

8。

国
保
を
み
ん
な
で
も
り
た
て
よ
う
。

　
国
保
は
、
み
ん
な
の
健
康
を
守
り
、

福
祉
行
政
の
先
端
を
進
ん
で
い
ま
す
。

　
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
住
み
よ
い

社
会
に
す
る
た
め
、
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
年
金

　
　
定
時
届
を
忘
れ
ず
に

酬u酬」酬∪酬∪酬u一　
昌
、
会
　
費

　
　
月
額
百
円
、
半
年
ご
と
に
徴
収

三
、
入
　
会

御　
　
剣
友
会
員
の
募
集
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
町
の
剣
友
会
で
は
、
次
の
要
領
一

　
で
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
　
御

　
　
剣
道
を
通
じ
て
の
体
力
づ
く
」

健
康
増
進
に
・
あ
な
た
も
い
か
綴

で
す
か
．
（
小
叢
上
老
叢

女
問
わ
ず
）
　
　
　
　
一

　
一
、
練
習
日
時
．
場
所
　
　
　
　
　
一

　
　
毎
週
日
曜
日
、
午
前
八
時
か
ら
～

　
　
十
時
ま
で
、
川
西
分
校
体
育
館
僧

佃一四御～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

希
望
者
は
、
役
場
産
業
課
内
高
御

橋
正
司
ま
で
環
習
に
道
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

で
も
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

く
●
～
　
　
　
～

　
五
月
は
、
福
祉
年
金
の
支
払
い
月
で

す
。
支
払
い
は
五
月
六
日
か
ら
で
す
の

で
お
忘
れ
な
く
〃
・

　
　
　
　
　
　
　
　

　
例
年
の
と
お
り
、
現
況
届
提
出
の
た

め
、
次
に
よ
り
証
書
を
回
収
し
ま
す
の

で
、
支
払
い
を
受
け
た
ら
忘
れ
ず
に
、

社
会
課
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
六
日
に
都
合
の
で
き
な
い
人
は
、
直

接
役
場
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
回
収
日
と
場
所

五
月
六
日
、
午
前
九
時
～
午
後
三
時

千
手
地
区

上
野
地
区

橘
地
区

仙
田
地
区

役
場
年
金
係

上
野
郵
便
局

橘
出
張
所

仙
田
出
張
所

月
見
荘
・
老
人
に
は

無
料
で

　
今
月
か
ら
月
見
荘
の
使
用
料
が

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
老
人
（
六
十
歳
以
上
）
無

料
、
町
内
の
老
人
以
外
一
人
一
回

二
百
円
、
子
供
を
同
伴
の
亡
き
百

円
（
た
だ
し
一
歳
未
満
児
は
無
料
）

　
使
用
申
込
み
は
、
月
見
荘
で
受

付
け
ま
す
。
　
（
電
話
二
五
三
番
）
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仙
田
、
白
倉
両
中
学
校
が
川
西
中
学

校
に
統
合
さ
れ
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
た
こ
と
は
、
一
面
で
ご
紹
介
の
と

お
り
で
す
が
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
先

月
二
十
三
日
に
は
、
両
校
の
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
昭
和
二
十
二
年
に
、
新

制
中
学
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す
が

近
年
に
至
っ
て
の
生
徒
数
の
減
少
や
、

教
育
環
境
の
充
実
と
い
っ
た
面
の
考
慮

か
ら
、
川
西
中
へ
の
統
合
と
な
っ
た
も

の
で
、
二
十
八
年
間
と
い
う
風
雪
の
歴

史
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
式
典
に
は
、
旧
職
員
は
じ
め

同
窓
生
、
在
校
生
や
父
兄
な
ど
多
数
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、
感
無
量
と
い
っ
た

お
も
も
ち
で
思
い
出
を
語
ら
れ
る
中
に

も
何
か
し
ら
寂
し
さ
も
か
く
し
き
れ
な

い
、
と
い
っ
た
表
情
が
伺
え
ま
し
た
。

　
特
に
発
足
当
時
は
、
戦
後
の
混
乱
期

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
先
生
、
生
徒
と
も

ど
も
苦
難
の
日
が
多
く
、
思
い
お
こ
せ

ば
感
慨
も
ひ
と
し
お
な
の
で
し
よ
う
。

　
閉
校
に
あ
た
り
、
記
念
誌
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
も
、
今
で

は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
、
生
徒
た

ち
の
食
糧
確
保
や
、
増
産
作
業
が
く
り

か
え
さ
れ
た
記
録
が
み
ら
れ
、
母
校
と

と
も
に
成
長
さ
れ
た
人
た
ち
の
、
懐
か

し
そ
う
な
ま
な
ざ
し
が
印
象
的
で
し
尾

　
両
校
の
足
跡
を
み
て
み
ま
す
と
、
昭

和
二
十
二
年
五
月
に
、
本
校
を
中
仙
田

に
置
き
、
室
島
に
第
一
、
岩
瀬
第
二
、

白
倉
に
第
三
分
校
と
し
、
高
倉
に
雪
中

派
出
所
を
も
っ
て
発
足
、
当
時
は
、
生

徒
数
が
全
部
で
三
百
二
十
九
名
、
九
学

級
の
規
模
で
し
た
。

　
そ
の
一
年
後
に
は
、
第
二
分
校
の
赤

岩
校
を
本
校
に
統
合
、
さ
ら
に
三
十
八

年
に
な
っ
て
第
一
分
校
の
室
島
校
を
統

合
、
あ
わ
せ
て
高
倉
の
雪
派
を
廃
止
、

ま
た
、
こ
の
年
白
倉
中
は
独
立
校
と
な

っ
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
間
、
最
盛
期
に
は
、
生
徒
数
四

百
余
名
を
数
え
た
こ
と
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
　
（
五
十
年
三
月
十
五
日

現
在
は
両
校
で
百
五
十
二
名
）

　
ま
た
、
卒
業
生
の
数
は
、
仙
田
中
学

が
二
千
六
百
八
十
六
名
、
白
倉
中
学
は

百
九
十
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
閉
校
に
あ
た
っ
て
、
在
校
生

た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
文
を
つ
づ

っ
て
い
ま
し
た
。
　
（
両
校
の
閉
校
記
念

誌
よ
り
）

伝
統
あ
る
中
学
校
　
　
林
　
幸
　
枝

開
か
れ
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
い

ま
す
。

あ

小

　
仙
田
中
学
校
閉
校
を
目
前
に
し
て
い

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
中
学
校
時
代
の

最
も
大
き
な
思
い
出
は
、
や
は
り
こ
の

仙
田
中
学
校
の
こ
と
で
し
よ
う
。

　
こ
の
仙
中
は
、
生
徒
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
に
、
二
年
生
だ
か
ら
、
三
年
生

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
下
級
生
に
対
し
て

い
ぱ
る
人
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
く
、
よ

い
先
輩
、
よ
い
後
輩
と
い
う
感
じ
が
学

校
中
で
し
ま
し
た
。

　
部
活
動
の
面
か
ら
み
て
も
、
仙
中
は

昔
か
ら
陸
上
競
技
に
関
し
て
は
名
を
あ

げ
て
、
今
は
教
務
室
の
外
廊
下
に
、
県

大
会
、
中
越
大
会
、
放
送
陸
上
な
ど
で

活
躍
し
た
人
た
ち
の
名
前
が
、
所
せ
ま

し
と
な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
、
全
国

へ
き
地
教
育
研
究
会
が
、
わ
が
仙
中
で

．恵

（
仙
田
中
閉
校
式
）

　白
　倉
小中
学学
生の
にほ
対こ
すり
皇と
，冒、

見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片

　
白
倉
中
学
校
が
廃
校
に
な
り
、
川
西

中
学
校
へ
合
併
す
る
と
い
う
こ
と
を
私

が
は
じ
め
て
聞
い
た
の
は
、
去
年
の
三

月
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
時
は
、
別
に
気
に
し
て
い
な
く

中
学
校
に
入
学
す
る
喜
ぴ
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
去
年
の
五
月
、
三
年
生
だ
け

の
修
学
旅
行
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
と
廃
校
に
関
す
る
で
き
ご
と
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
九
月
ご
ろ
か
ら
は
学

　
　
桐
　
　
直
　
　
美

校
行
事
の
あ
い
さ
つ
に
は
必
ず
「
白
倉

中
学
校
は
本
年
度
で
廃
校
」
と
い
う
こ

と
ば
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
現
在
白
倉
中

学
校
の
在
校
生
は
四
十
二
人
で
す
。
来

年
度
川
西
中
学
校
へ
行
く
と
思
わ
れ
る

生
徒
は
三
十
七
人
で
す
。

　
た
っ
た
こ
れ
だ
け
で
す
が
、
み
ん
な

で
こ
の
学
校
を
守
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
今
年
籠
球
部
は
新
人
戦
で
初
優
勝

し
ま
し
た
。
女
子
は
お
し
く
も
二
位
で

し
た
が
、
仙
田
中
と
の
あ
の
大
逆
転
な

ど
は
、
私
た
ち
の
ほ
こ
り
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
た
ち

の
業
績
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
例
え
ば
、
公
民
館
な
ど
に
た
く
さ
ん

の
賞
状
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
白
倉
は
陸
上
で
は
と
て
も
強
い
と
い

わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
ぞ
う
で
す
。

　
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
川
西
中
学
校
へ

白
倉
中
学
校
が
合
併
し
て
も
「
白
倉
魂

」
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
こ
り
を
も

っ
て
堂
々
と
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
六
年
生
の
皆
さ
ん
、
中
学
生

に
か
わ
っ
て
全
校
を
リ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。
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総
合
開
発
計
画
1
4

五
、

①
土
地
と
水
の
利
用

　
　
町
西
部
地
区
の
土
地
利
用
が
非
効

　
率
の
た
め
、
重
点
的
に
開
発
し
た
い

　
農
地
保
全
、
住
宅
地
、
自
然
保
全
、

　
観
光
レ
ジ
ャ
ー
等
に
、
高
度
利
用
を

検
討
す
る
。

　
　
ま
た
、
生
活
用
水
、
工
業
用
水
需

　
要
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
地

　
下
水
源
の
み
に
た
よ
ら
ず
、
苗
場
山

　
ろ
く
、
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
等
の
広

　
域
利
水
施
設
に
積
極
的
に
参
加
す
る

②
過
疎
対
策

　
　
人
口
減
少
も
近
年
は
鈍
化
の
傾
向

水
不
足
は
広
域
利
水
で

過
疎
対
策
に
福
祉
施
設
の
充
実
も

よ
い
町
と
す
る
た
め
ににあ

る
。
こ
れ
以
上
の
人
口
減
少
防

止
と
し
て
、
豪
雪
の
克
服
、
道
路
の

整
備
、
医
療
防
災
体
制
の
充
実
合
理

化
、
産
業
基
盤
の
整
備
等
が
必
要
で

あ
る
。

　
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
や
、
地
域
の

人
の
集
会
所
、
若
人
の
交
流
会
、
健

全
ス
ポ
ー
ツ
、
娯
楽
、
研
修
の
場
な

ど
の
整
備
拡
充
が
望
ま
れ
る
。

（
水
需
要
は
増
加
の
一
途
）

、

灘

③
国
土
調
査

　
　
明
る
い
町
づ
く
り
は
、
狭
い
土
地

　
の
有
効
利
用
に
も
か
か
っ
て
い
る
。

　
正
確
な
土
地
資
料
の
完
備
に
よ
り
、

　
福
祉
の
向
上
、
産
業
開
発
の
た
め
に

　
国
土
調
査
を
五
十
二
年
完
了
を
目
標

　
と
す
る
。

㈲
国
民
健
康
保
険

　
　
労
働
生
産
年
齢
層
は
社
会
保
険
に

　
高
年
齢
層
は
国
保
に
と
い
う
現
象
が

　
著
し
く
、
自
主
財
源
だ
け
で
は
ま
か

　
な
い
き
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
関
係
団
体
と
と
も
に

　
国
県
に
対
す
る
改
善
要
望
を
強
く
訴

　
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
が
し
か
し

　
町
と
し
て
も
可
能
な
限
り
給
付
の
改

　
善
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

近
代
的
な
行
財
政
を
め
ざ
し
て

六
、
行
財
政
の
合
理
化

　
行
政
需
要
は
、
年
々
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
町
財
政
の
運

営
に
は
き
ぴ
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
常
に
社
会
情
勢
の
動
向
を
は

あ
く
し
近
代
的
行
財
政
の
運
営

を
め
ざ
す
。

①
行
政

　
　
行
政
事
務
執
行
に
総
合
性

　
を
保
ち
組
織
機
構
の
合
理
化

　
職
員
の
資
質
の
向
上
、
適
正

　
配
置
、
事
務
改
善
な
ど
に
よ

　
り
、
能
率
増
進
に
努
め
る
。

の
広
域
行
政

　
　
行
動
圏
域
の
拡
大
に
と
も

　
な
い
、
広
域
的
な
行
政
運
営

　
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
な
ど
の
組
織
の
中
で
、
幅
広

　
く
共
同
処
理
を
進
め
る
。

③
財
政

　
　
重
点
的
、
合
理
的
な
事
業
執
行
に

　
あ
た
り
、
財
政
規
模
、
構
造
の
適
正

　
な
は
あ
く
の
中
で
、
住
民
負
担
の
軽

　
減
と
、
財
政
需
要
の
調
整
を
は
か
る
。

お
わ
り
に

　
一
月
か
ら
お
知
ら
せ
し
た
、
第
二
次

総
合
開
発
計
画
の
概
要
は
、
今
回
を
も

っ
て
お
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
六
十
年
ま
で
を
見
と

お
し
た
、
お
お
ま
か
な
も
の
で
す
が
、

現
今
の
流
動
す
る
世
相
や
、
経
済
の
中

で
は
、
五
年
先
、
十
年
先
の
町
の
完
全

な
る
姿
を
見
き
わ
め
る
こ
と
は
、
き
わ

め
て
困
難
な
こ
と
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
計
画
を
軸
と
し
、
よ

り
よ
い
町
の
姿
を
夢
見
な
が
ら
、
町
政

　
　
　
　
●

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
内
容
が
、
　
一
般
的
、
抽
象
的
な
表
現

の
た
め
、
不
明
な
点
、
物
足
り
な
い
面

の
あ
っ
た
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

（その他）画計施実
（単位：千円）

事業種目卦よび名称
概　　算

事業費
（5力年間）

施　行　年　度　内　訳 財　　源　　内　　訳　　（5力年間）

第一年度
（S49年）

二
（
5①

三
6
D

参　　考
（52～53） 国庫補助 県費補助

町　　　負　　　担　　　額
その他

計 一般財源 特定財源 起　　債

そ
　
　
の
　
　
他

行政施設整備 15，4？5 2，2弱 8，780 2，480 1，000 1ろ，495 15，495

過疎　対　策 51，619 515 19075 12，051 22，5話 527 9292 4，292 5，000 22000
　，

財　産　管　理 6，570 2，170 2，200 2，200 4，400 6，570 6，570

醤域窒町蔓 141，446 55，296 44，525 45，825 8乃650 141，445 141，446

集会施設等整備 274，000 兜000 ε5，000 210000
　，

1〔渇，000 15，000 261，000 85，700 1，000 174，500

合　　　　計 467150
　P

6Z216 12％78 270，556 221，586 15，000 327 451，8α5 251，5〔ち 1，000 1亙ろ00 22，000

総　　　　　計 5，952，772 2，224，595 2，26乃946 1，460，455 1，781，615 1，910，518 78〕，9〔B 1，97乃250 805，682 26ス648 905，900 1，284，121

失
業
保
険
法

　
　
　
新
し
く
雇
用
保
険
法
に

　
　
　
　
　
　
　
給
付
の
内
容
な
ど
を
充
実

　
今
ま
で
の
失
業
保
険
法
が
廃
止
さ
れ

今
月
か
ら
、
新
し
く
雇
用
保
険
法
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
適
用
範
囲
の
拡
大

　
す
べ
て
の
労
働
者
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

農
林
水
産
業
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
は
、
当
面
法

人
で
あ
る
事
業
、
五
人
以
上
雇
用
す
る

事
業
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

昌
、
失
業
給
付
を
、
求
職
者
給
付
と
就
職

促
進
給
付
に
分
け
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
関
係
深
い
求
職
者
給
付

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
種
類
・
…
基
本
手
当
（
従
来
の
失
業

保
険
金
に
相
当
）
、
技
能
習
得
手
当
、

．
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
の
四
種
類
で
す
。

◎
受
給
要
件
・
…
離
職
日
以
前
一
年
間

に
被
保
険
期
間
が
六
か
月
以
上
の
人
、

◎
給
付
率
・
…
前
職
賃
金
の
最
低
六
割

低
所
得
者
に
は
八
割
と
し
ま
す
。

◎
給
付
日
数
・
・
3
年
齢
な
ど
か
ら
就
職

の
難
易
を
考
え
、
別
表
の
と
お
り
。

◎
受
給
期
間
・
…
一
年
が
原
則
で
す
が

婦
人
労
働
者
等
で
出
産
、
育
児
な
ど
に

よ
り
一
定
期
間
求
職
活
動
が
で
き
な
い

と
き
は
、
四
か
年
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

◎
失
業
の
認
定
は
・
．
．
．
原
則
と
し
て
四

週
間
に
一
回
で
す
。

◎
短
期
雇
用
特
別
被
保
険
者
の
求
職
者

給
付
（
五
十
一
年
四
月
か
ら
適
用
）
・
・

・
・
出
か
せ
ぎ
者
の
よ
う
に
、
季
節
的
に

雇
用
さ
れ
る
人
や
、
一
年
未
満
の
短
期

雇
用
を
常
態
と
さ
れ
る
人
に
は
、
五
十

藩

日
分
の
一
時
金
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

◎
費
用
の
負
担
・
3
・
保
険
料
率
は
、
千

分
の
十
三
で
、
労
働
者
が
千
分
の
五
、

事
業
主
千
分
の
八
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
短
期
雇
用
の
場
合
は
、
千
分

の
十
五
で
、
労
働
者
が
千
分
の
六
、
事

業
主
が
千
分
の
九
で
す
。

　
な
お
、
高
齢
者
の
雇
用
と
そ
の
福
祉

を
増
進
す
る
た
め
、
六
十
歳
以
上
の
被

保
険
者
の
保
険
料
は
、
労
働
者
、
事
業

主
と
も
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
、
主
要
な
部
分
の
お
知
ら
せ
で

す
が
、
細
部
は
、
社
会
課
、
職
安
な
ど

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
給
付
の
日
数

　　　　被保険者として
年　齢　雇用された期間 1年以上 1年未満

30歳未満

30歳以上　　菊歳未満
46歳以上　　55歳未満
55歳以上

　90日

180日
240日
300日

90日

90日
90日
90日

心身障害者等

就職困難な者

55歳未満

55歳以上

24・0日

300日
90日
90日
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「
赤
十
字
危
急
の
と
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
綱
」

社
費
増
強
月
間
で
す

　
日
赤
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん

の
善
意
に
よ
り
、
活
発
な
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
県
が
目
標
と
し
て
い
る
三
百

円
社
員
も
、
わ
が
町
で
は
定
着
し
、
昨

年
は
、
ほ
ぼ
全
加
入
者
の
方
々
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
運
動
期
間
（
今
月
一
日
か
ら

末
日
ま
で
）
を
定
め
、
嘱
託
員
を
通
じ

て
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
昨
年
以
上
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
新
規
加
入
に
つ
い

窪
町
内
さ
イ
ぽ

．◎●．㌔ノ●．、◎一㌔◎。

て
も
、
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
っ
）

　
な
お
、
昨
年
の
実
績
及
ぴ
活
動
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

実
績
　
一
般
社
員

　
　
昌
、
昌
八
O
人
、
六
八
三
、
八
O
O
円

　
　
　
　
法
人
社
員

　
　
四
団
体
　
　
　
　
一
＝
、
O
O
O
円

活
動

○
小
学
校
入
学
児
童
の
安
全
帽
配
布

○
老
人
安
全
杖
の
配
布

○
家
庭
看
護
講
習
会

○
災
害
救
援
物
資
の
配
布
等
で
す
。

口

窺～

　
〃
町
に
緑
を
〃
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
緑
の
羽
根
募
金
運
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
は
今

月
一
か
月
間
、
今
年
の
町
の
目
標

額
は
、
約
五
万
円
で
、
街
頭
に
よ

る
募
金
の
ほ
か
、
仙
田
地
区
は
、

戸
別
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
協
力
の
度
合
い
に
よ
っ

て
、
そ
の
一
部
が
還
元
さ
れ
、
町

で
は
、
節
黒
城
や
学
校
、
保
育
園

な
ど
の
周
辺
に
桜
、
柳
と
い
っ
た

も
の
を
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
周
囲
に
、
緑
を
育
て

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

広
報
に
皆
さ
ん
の

声
を
〃

▲
本
紙
が
、
昭
和
三
十
三
年
七

（
月
の
創
刊
以
来
二
百
号
を
迎
え

㌦
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
当
初
は
、
二
か
月
に
一
回
で

一
あ
っ
た
が
、
翌
三
十
四
年
に
は

ハ
毎
旦
回
の
発
行
に
と
か
わ
り

。
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

～
編
集
者
も
四
人
交
代
し
た
・

の
現
在
の
金
子
社
会
警
課
長

％
星
名
社
会
体
育
係
長
、
北
村
財

戯
縫
紛
鞭
励
髄
難
鮒

ゾ
ら
四
番
と
い
え
ば
最
強
打
者
で

漣
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
や

へ
は
や
、
広
報
の
む
ず
か
し
さ
を
痛
く

、
感
じ
入
つ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

）
　
文
章
表
現
や
・
か
な
づ
か
い
・
写

一
真
撮
影
、
さ
ら
に
ま
割
付
け
・
…
等

ハ
等
ど
れ
ら
が
烈
て
マ
ッ
チ
し
て

岬
箆
黎
韻
齢
郭
譲
繋

ハ
き
わ
ま
り
な
い
心
境
と
な
っ
内

●・

　
ま
た
、
何
を
と
り
あ
げ
た
ら
し
い

～
の
か
も
基
本
的
な
こ
と
、
二
百
号
を

卵
境
に
頑
張
る
つ
も
り
で
は
い
る
も
の

♂
の
、
先
輩
諸
氏
の
足
跡
を
け
が
さ
な

〆
い
よ
う
努
力
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
．

へ
　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

～
す
る
次
第
で
あ
る
。

V
▲
町
の
行
事
・
馨
の
で
喜
と
な

一
ど
、
な
ん
で
も
と
り
あ
げ
て
み
た
い

◎
．
働
●
9
5
θ
幅
◎
9
‘
の
．
噂
．
く
◎
一
。

・
～
亀
●

　
　
、

と
企
画
し
た
町
内
さ
ん
ぼ
、
な
ん
と

な
く
見
ば
え
の
し
な
い
の
が
悩
み
の

た
ね
、
各
地
で
お
も
し
ろ
い
話
題
が

あ
っ
た
ら
、
是
非
ご
一
報
を
〃

▲
役
場
及
ぴ
出
張
所
な
ど
に
〃
町
政

〉・σ，へ“6・188・～508θ〈6◎1）e∂〈

善
意
を
あ
り
が
と
う

木
落
分
校
に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど

◎
四
郎
兼
の
渡
辺
理
平
さ
ん
か
ら
、
老

　
人
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
七
万

　
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
新
聞
配
達
業
五
十
年

　
を
迎
え
、
な
お
健
康
で
働
け
る
こ
と

　
に
感
謝
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
で

す
。

◎
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

　
木
落
の
冬
季
分
校
に
あ
て
て
、
こ
の

　
ほ
ど
十
四
イ
ン
チ
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

　
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、

　
社
会
奉
仕
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

　
川
西
町
の
会
員
も
お
り
ま
す
。

◎
松
屋
織
物
工
場
の
従
業
員
で
組
織
す

　
る
親
和
会
か
ら
、
図
書
七
十
冊
の
寄

　
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
に
備
え
て
あ
り

　
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
。

一
一
－
一
一
ロ
一
一
一
一
一
一
一
鱒
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
剛
－
一
一
一
一
一
一
一
ロ
聞
一
一
一
一
一
一
一
廓
一
－
一
一
一
一
一
－
一
一
一
噸
－
一
一
一
一
一
I
I
一
一
一
一
－
繭
一
一
一
一
日
一
一
一
－
一
閣
－
一
一
一
一
一
一
一

へ、
▽
町
の
人
事

）副
▽
　
退
職
／
三
月
三
十
一
日
付

σ．．一㌔噸ρ亀。・9A

ポ
ス
ト
〃
の
あ
る
の
は
ご
承
知
の
卸

こ
ろ
、
こ
れ
が
最
近
ち
ょ
っ
と
忘
れ
。

ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
萱
寂
紀

醸
煤
鶯
麓
籍
軸
鋭
磐

保
険
課
長
・
上
村
辰
栄
、
健
管
衛
生
係

・
上
村
美
知
夫

▽
　
昇
任
／
四
月
一
日
付

教
委
学
校
教
育
課
長
・
南
雲
守
（
建
設

課
土
木
第
一
係
長
）
、
建
設
課
土
木
第

一
係
長
・
高
橋
己
一
（
同
第
一
係
）
、

橘
保
育
園
長
心
得
・
春
日
泰
子
（
橘
保

育
園
）

蘇
諺
献
総
嬉
充
ず
蟹
え
／
四
暑
付

▲
今
ま
で
の
広
報
を
製
本
さ
れ
た
い
）
　
保
険
課
長
・
高
橋
良
平
（
教
委
学
校
教

（
，
：
●
、
。
．
、
●
ぜ
：
。
。
》
．
。
●
●
（
・
・
．
．
）
、
く
・
．
．
の
～
σ
＝
●
～
。
＝
θ
：
《
ご
～
嘱

鯉
の
ぼ
り
は
安
全
に

　
　
　
東
北
電
力
か
ら

　
こ
れ
か
ら
鯉
の
ぼ
り
の
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
す
が
、
例
年
電
線
に
ふ
れ
て
の

方
に
は
、
実
費
（
三
千
円
前
後
）
で
’

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
　
（

保
存
さ
れ
て
い
た
広
報
を
も
っ
て
係
㌦

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
・
　
》

　
い
ず
れ
も
電
話
二
一
〇
企
画
室
へ
　
耐

〃
事
故
、
ケ
ガ
〃
を
す
る
人
が
出
て
お

り
ま
す
。

　
電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
立
て

る
の
は
危
険
で
す
の
で
、
周
囲
を
よ
く

確
め
て
か
ら
お
立
て
く
だ
さ
い
。

育
課
長
）
、
企
画
室
農
村
整
備
係
長
・

高
橋
英
雄
（
農
村
整
備
係
長
兼
農
地
係

長
）
、
農
委
事
務
局
・
押
木
久
之
（
産

業
課
農
政
係
）
、
産
業
課
農
政
係
・
五

十
嵐
一
男
（
社
会
課
年
金
係
）
、
千
手

診
療
所
・
星
名
美
佐
子
（
同
）
、
歯
科

診
療
所
・
大
平
キ
ミ
（
健
管
衛
生
係
）

　
健
管
衛
生
係
・
水
品
芳
子
（
税
務
課

第
一
係
）
、
総
務
課
庶
務
係
・
田
村
美

恵
子
（
同
第
二
係
）
、
国
土
調
査
課
国

調
係
・
清
水
幸
夫
（
同
）
、
社
会
課
年

金
係
・
松
沢
真
代
（
歯
科
診
療
所
）
、

同
・
川
崎
孝
一
（
総
務
課
住
民
係
）
、

税
務
課
第
一
係
・
小
海
代
利
子
（
同
庶

務
係
）
、
同
第
二
係
・
渡
辺
ミ
ツ
（
千

手
診
療
所
）
、
建
設
課
土
木
第
一
係
・

柄
沢
敏
雄
（
国
土
調
査
課
国
調
係
）
、

総
合
セ
ン
タ
ー
・
高
橋
貴
美
子
（
同
）

同
・
小
林
マ
ッ
ノ
（
仙
田
給
食
共
同
調

理
場
）
、
教
委
庶
務
課
・
高
橋
エ
イ
（

同
）
、
社
会
課
援
護
係
・
高
橋
良
子
（

千
手
保
育
園
）
、
仙
田
出
張
所
・
小
林

フ
ミ
（
仙
田
中
）
、
仙
田
給
食
共
同
調

理
場
・
高
橋
十
四
（
仙
田
小
）

▽
　
採
用
／
四
月
一
日
付

税
務
課
第
二
係
・
清
水
泉
、
千
手
保
育

園
・
奥
山
優
子
、
南
原
同
、
喜
多
道
子

上
野
同
・
蔵
品
ひ
ろ
み
、
橘
同
・
田
中

早
月
、
産
業
課
農
政
係
・
佐
藤
豊
子
、

健
管
衛
生
係
・
小
林
立
雄
、
川
西
中
・

江
口
忠
夫

　
な
お
、
人
事
移
動
に
と
も
な
い
、
議

会
、
農
委
事
務
局
は
、
四
階
に
、
農
政

係
は
三
階
に
移
り
ま
し
た
。

▽
土
地
改
良
区
　
退
職
／
三
月
三
十

一
日
付
、
事
務
局
長
・
小
川
東
平

‘
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身
障
者
の
方
に
は

軽
自
動
車
税
を
免
除

　
身
体
障
害
者
等
の
方
が
、
日
ご
ろ
使

用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て

は
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

障害などの程度

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
の
範
囲
は

一
、
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

障害の区分 身体障害者の障害程度 戦傷病者の傷病程度

視　覚　障　害 1級2級3級4級の1 特別1．2．ろ．4項症

聴　覚　障　害 2級5級 同　上

平衡機能障害 3級 同　上

上肢　不自　由 1級2級の1．2 特別1．2．3項症

下肢不自　由
1級2級3級の1
罐鍵．糠

特別1．2．5④⑤⑥

項症①②③款症

体　幹　不自　由 ⑱⑳）（⑳
5級

特別①②③④5。6

項症①②③款症

心臓機能障害 1級　3級 特別1．25項症

じん臓機能障害 同　上 同　上

呼吸器機能障害 同　上 同　上

安
い
会
費
の
交
通
災
害
共
済

　
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
障

　
害
の
程
度
が
別
表
に
該
当
す
る
人
。

昌
、
　
生
計
を
一
に
す
る
も
の
の
中
に
、

　
前
項
に
該
当
す
る
障
害
者
等
（
別
表

　
の
○
で
か
こ
ん
で
あ
る
場
合
は
除
く

　
）
が
お
り
、
そ
の
人
の
通
学
や
通
院

　
生
業
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

　
等
を
運
転
す
る
人
。

三
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
人
で
、
重
度
の
障
害
を
有
す
る
人
。

　
減
免
対
象
の
車
は
、

　
前
記
の
減
免
の
範
囲
に
該
当
し
、
日

　
ご
ろ
足
が
わ
り
に
使
用
す
る
車
、
一

　
人
一
台
で
す
。

申
請
の
手
続
き
は

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

ま
た
は
、
療
育
手
帳
及
ぴ
運
転
免
許
証

　
な
お
、
家
庭
の
中
に
身
体
障
害
者
等

が
あ
っ
て
該
当
す
る
場
合
は
、
社
会
福

祉
事
務
所
長
な
ど
が
発
行
す
る
当
該
事

実
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
　
　
　
　
、

さ
い
。鰯
畢
に
申
請
さ
れ
る
よ
あ
顯

丸
山
貴
美
子
　
吉
一
　
長
女
　
下
　
原

高
橋
　
貴
之
　
恭
平
　
長
男
　
田
　
中

未
加
入
の
人
は
今
す
ぐ
ど
う
ぞ
！

　
一
日
一
円
の
会
費
で
お
な
じ
み
の
、
交
通
災
害
共
済
の
申
込
み
を
受
付
け
中
で

す
。
年
の
途
中
で
も
会
費
三
百
五
十
円
は
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
加

入
い
た
し
ま
し
よ
う
。
四
十
九
年
度
は
、
六
十
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
入
率
、

見
舞
金
支
払
い
額
は
二
十
四
件
で
百
五
十
六
万
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
安
い
会
費
で
あ
な
た
を
守
る
、
交
通
災
害
共
済
に
今
す
ぐ
ど
う
ぞ
。

民
生
委
員
に

　
　
　
登
坂
さ
ん
が

　
民
生
委
員
と
し
て
五
年
間
活
躍
さ
れ

た
高
橋
秀
雄
さ
ん
（
赤
谷
）
が
、
三
月

い
っ
ぱ
い
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
わ
っ
て
、
登
坂
直
さ
ん
（
赤
谷
）

か
ら
お
骨
お
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

た
カ
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ご
ー
ご
円
満
に
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命
顯鍮総総
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饗
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灘
簸
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撚
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戸
籍
の
証
明

　
　
戸
籍
の
証
明
は
、
一
般
に
謄
本
か

　
抄
本
を
利
用
し
て
な
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
謄
本
」
は
、
戸
籍
の
全
部
を
そ

　
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
、
家
族
を
ま

　
と
め
て
証
明
す
る
場
合
な
ど
に
使
い

　
ま
す
。
　
「
抄
本
」
は
、
戸
籍
の
必
要

　
な
部
分
だ
け
を
写
し
た
も
の
で
、
】

　
人
だ
け
証
明
す
る
場
合
に
利
用
し
ま

　
す
。

　
　
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
を
請
求
す
る

　
に
は
、
本
籍
と
筆
頭
者
が
わ
か
ら
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
本
籍
と
は
戸
籍
の
あ
る
と
こ
ろ
（

　
町
名
地
番
で
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
　
筆
頭
者
と
は
、
戸
籍
の
最
初
に
記

　
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
　
自
分
の
戸
籍
の
本
籍
、
筆
頭
者
は

　
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
お
き
ま
し
よ
う

〆
戸
籍
の
は
な
し
⑥

う
船
、
小
声
ー
お
す
こ
や
か
に
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納
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メ
モ

　
納
期
前
納
付
の
報
奨
金

　
固
定
資
産
税
や
町
民
税
は
、
第

一
期
分
を
納
め
る
と
き
、
第
二
期

以
後
の
も
の
も
あ
わ
せ
て
納
め
る

と
、
次
に
よ
り
前
納
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
前
納
付
税
額
×
百
分
の
一

×
納
期
前
月
数
、
　
（
三
十
万
を
超

え
る
場
合
は
三
十
万
円
）

　
例
え
ば
、
固
定
資
産
税
年
額
四

万
円
を
第
一
期
（
四
月
）
に
前
納

す
る
と
、
千
五
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
（
二
期
分
は
三
月
、
三
期
分
は

五
月
、
四
期
分
は
七
月
、
計
十
五

月
の
前
納
と
な
る
）

　
今
月
は
固
定
資
産
税
の
月
で
す
。

落
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、
　
　
　
小
わ
夢

　
　
　
　
俳
心
贋

ミ
太
田
白
嚢

　
小
白
倉
片
桐
玉
章

O
春
宵
や
あ
や
せ
ば
な
つ
く
子
を
抱
い
て

　
目
高
捕
る
子
等
喜
々
と
し
て
水
ぬ
る
む

　
唄
い
た
き
心
若
葉
の
し
げ
る
道

　
束
の
間
に
一
日
過
ぎ
し
花
見
か
な

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

O
畦
越
え
て
水
溢
れ
居
り
雪
解
く
る

　
花
日
和
観
光
バ
ス
は
唄
い
つ
つ

　
淡
雪
の
地
に
落
ち
て
消
え
落
ち
て
消
え

　
せ
せ
ら
ぎ
を
目
高
上
り
て
は
流
れ
て
は

　
　
十
日
町
病
院
に
て
　
沖
立
和
夫

　
水
量
の
首
ま
で
浸
り
猫
柳

　
春
一
番
妻
有
の
空
も
雨
模
様

　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

　
空
よ
り
も
水
に
明
る
し
春
の
月

　
菜
の
花
や
道
大
曲
り
村
に
入
る

、




